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１．緒言 
ハイドロキシアパタイトに代表されるリン酸カルシ

ウムは、生体材料や吸着剤などとして、多くの分野で

利用されている。一方で、有機材料への新規物性の付

与や既存物性の向上を目的としたフィラー（充填剤）

としての利用が現在注目されている。フィラー添加に

よって新たに得られる複合材料の物性は、添加される

フィラーの物性や形状などに大きく起因することが知

られている。本研究では、リン酸カルシウムの一種で

あるモネタイト（CaHPO3）の棒状粒子に着目した。既

出の文献 1)によると、一般的に水熱法を用いた高温・

高圧の条件下においてモネタイトの棒状粒子が合成さ

れることが報告されているが、より温和な条件での棒

状粒子の有効な合成法は未だ確立されていない。そこ

で本研究では、工業的に有利な大量の水を必要としな

い固相反応によってモネタイトの棒状粒子を合成する

ことを目的とし、様々な実験を行って、その結果を比

較、検討した。 
２．実験方法 
リン酸二水素カルシウム一水和物(MonoCalcium 

Phosphate Monohydrous, MCPM)と、水酸化カルシウム

(Ca(OH)2)をリンとるカルシウムのモル比(Ca/P)が 1.0
となるように秤量し、ガラス容器中で軽く振り混ぜて

混合した。容器に蓋をして所定温度の恒温ボックス内

で 24 時間加熱し、反応を進行させた。24 時間経過後、

恒温ボックスから取り出し、生成物に対して XRD に

よる物質同定と SEM による粒子形状観察を行った。 
３．結果と考察 

Fig.1、Fig.2 に生成物の XRD 測定結果と SEM 写真

をそれぞれ示す。XRD の結果から、反応温度が 50℃
以上であれば、モネタイトが選択的に合成できるとい

うことが明らかとなった。また、SEM 写真から、25℃
では板状だった粒子が、高温になると丸みを帯びてく

ることも明らかとなった。さらに、90℃で得られた生

成物の一部に、モネタイトの棒状粒子が確認された。 
以上の結果より、モネタイトの棒状粒子は一般的に

水熱法という高温・高圧の条件下で合成可能とされて

きたが、本研究により 90℃という比較的低温の条件、

さらには反応系に水が存在しない固相反応においても、

その合成が可能であることが明らかとなった。 
現状ではモネタイトの棒状粒子の合成はごく少量で

あるが、今後種々の実験条件を変更することにより、

この固相反応法によってモネタイトの棒状粒子が合成

可能ではないかと考えられる。 
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Fig.1 XRD patterns of products at various temperatures.
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